
1 

 

第
四
四
七
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
五
年
七
月
二
十
七
日(

木)  
 

於
：
三
軒
茶
屋 

 
選 

 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 

出 

席 
者 

 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重
（
表
記
「
た
」） 

 

豊
田
穣
（
表
記
「
ゆ
」） 

長
谷
見
敏
（
表
記
「
び
」） 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
今
井
紀
久
男 

熊
谷
國
男
（
表
記
「
く
」） 

小
早
健
介 

朱
牟
田
静
雄
（
表
記
「
恵
」） 

 
高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

西
澤
國
護 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

 
山
崎
亜
也 

山
田
啓
子
（
表
記
「
け
」） 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
哲
雄
（
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

山
本
三
恵 

 

 【
互 

選 

句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
一
点 

 
 
 
 

京
都
永
観
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
か
へ
り
の
弥
陀
の
御
目
の
涼
し
さ
よ 

康
敏
（
○
紀
・
く
・
五
・
と
・
た
・
孝
・
ゆ
・
隆
・
允
・
昇
・
け
） 

 
 
 
 

打
ち
水
に
濡
る
る
鼻
緒
の
赤
の
濃
し 

 

啓
子
（
忠
・
く
・
と
・
た
・
龍
・
清
・
康
・
ゆ
・
允
・
昇
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
点 

◎
野
球
部
の
坊
主
頭
や
か
き
氷 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
（
孤
・
く
・
孝
・
清
・
國
・
○
允
・
正
・
百
・
天
） 

◎
あ
つ
さ
り
と
見
抜
か
れ
し
嘘
ソ
ー
ダ
水 

 
 

仝 
 

（
忠
・
孤
・
五
・
恵
・
○
堂
・
允
・
○
昇
・
啓
・
天
） 

 
 
 
 
 

 

六
点 

 

ハ
ン
モ
ッ
ク
空
想
ほ
し
い
ま
ま
に
せ
む 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
（
そ
・
く
す
・
と
・
忠
・
堂
・
盛
） 

息
も
目
も
凝
ら
し
て
月
下
美
人
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
〇
そ
・
千
・
○
龍
・
昇
・
け
・
盛
） 

海
の
日
や
河
童
と
あ
だ
名
さ
れ
し
頃 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
く
・
清
・
康
・
び
・
百
・
昇
） 

◎
無
限
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
に
描
き
つ
つ 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
孤
・
千
・
恵
・
清
・
啓
・
三
） 

◎
芋
の
葉
に
飛
び
つ
き
滑
る
雨
蛙 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 
 

（
孤
・
千
・
隆
・
百
・
け
・
三
） 

瀬
戸
内
に
一
大
緞
帳
夏
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
そ
・
く
す
・
健
・
恵
・
千
・
ゆ
） 

迎
え
火
を
焚
け
ば
仏
間
の
賑
々
し 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
た
・
清
・
國
・
百
・
亜
） 

落
と
し
文
拾
い
古
寺
で
三
味
を
弾
く 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
〇
く
す
・
忠
・
啓
・
三
・
盛
） 

 

五
点 

◎
退
院
を
手
荒
く
祝
ふ
ほ
と
と
ぎ
す 

 
 
 
 
 
  

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
孤
・
健
・
け
・
三
） 

◎
鰻
重
や
嘘
も
ま
こ
と
も
煙
（
け
む
）
に
巻
く 

 
 

と
み
子 

 
 

（
忠
・
孤
・
〇
健
・
堂
・
天
） 

◎
蚊
も
蠅
も
鳴
り
ひ
そ
め
ゐ
る
極
暑
か
な 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
そ
・
孤
・
孝
・
啓
・
盛
） 

京
洛
に
静
け
さ
戻
り
鱧
の
皮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
く
す
・
五
・
龍
・
恵
・
正
） 

 

四
点 

 

湧
水
は
地
球
の
息
吹
燕
子
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
五
・
千
・
孝
・
允
） 

ほ
う
た
る
は
身
を
灼
く
ほ
ど
の
恋
を
し
て 

 
 
 
 
 

仝 
 

 
 

（
五
・
健
・
と
・
け
） 

片
蔭
を
巡
る
一
日
や
城
下
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
康
・
隆
・
び
・
正
） 

◎
複
製
の
マ
チ
ス
の
「
金
魚
」
風
涼
し 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
孤
・
龍
・
正
・
亜
） 

 

三
十
五
度
‼
お
の
こ
も
す
な
る
日
傘
差
し 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
健
・
堂
・
啓
・
盛
） 

湘
南
の
風
吹
い
て
い
る
遠
花
火 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
堂
・
允
・
亜
・
け
） 

◎
即
身
仏
か
と
仰
向
け
に
蝉
の
仮
死 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
孤
・
雅
・
び
・
三
） 

 

三
点 

 

輪
に
な
っ
て
下
駄
も
リ
ズ
ム
よ
郡
上
を
ど
り 

 
  

と
み
子 

 
 

（
千
・
隆
・
○
正
） 
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梅
雨
明
く
る
錆
落
と
し
た
る
庭
鋏 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
く
す
・
び
・
亜
） 

緑
濃
き
出
湯
に
浸
か
り
身
も
軽
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
      

ゆ
た
か  

（
た
・
國
・
正
） 

敗
戦
忌
す
べ
て
は
真
と
海
蒼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

び
ん 

 

（
健
・
堂
・
雅
） 

日
盛
り
に
笑
い
転
げ
て
児
ら
駆
け
る 

 
 
 
 
 
        

百
合
子 

 

（
く
・
龍
・
ゆ
） 

 

二
点 

 

病
窓
の
夜
半
の
雷
気
づ
か
ず
に 

 
 
 
 
 
 
 
  

      

紀
久
男 

 

（
と
・
び
） 

住
み
し
家
ま
だ
咲
い
て
い
る
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
  

      

忠
彦  

（
ゆ
・
雅
） 

 
 
 

◎
水
上
バ
ス
炎
天
の
水
脈
曳
き
に
け
り 

 
 
 
  

 
        

く
に
お 

 

（
孤
・
恵
） 

さ
る
す
べ
り
静
か
に
揺
れ
て
紅
零
る 

 
 
 
 
 
 
       

五
郎
太 

 

（
び
・
昇
） 

蓮
に
風
つ
ぼ
み
は
力
蓄
へ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
孝
・
○
康
） 

こ
こ
ま
で
と
膝
が
抗
う
青
嶺
越
え 

 
 
 
 
 
 
 
  

      

び
ん 

 

（
五
・
百
） 

か
な
ぶ
ん
の
狼
藉
ぶ
り
や
防
犯
灯   

 
 
 
 
 
 
  

       

昇 
 

（
恵
・
た
） 

皮
蛋
（
ピ
ー
タ
ン

）
と
搾
菜
（
ざ
あ
さ
い

）
乗
せ
た
冷
奴           

天
牛   

（
龍
・
國
） 

 

一
点 

 
 
 

五
街
道
雲
助
「
人
間
国
宝
」
に 

 
 
 
 

冷
房
の
独
演
会
や
凄
み
増
す                           

紀
久
男 

 

（
天
） 

 
 
 

市
川
左
團
次
を
悼
む 

 
 
 
 

す
っ
と
ぼ
け
た
ア
ド
リ
ブ
人
気
役
者
（
に
ん
き
も
ん

）
梅
天
へ 

 
 
 

仝 
 

（
○
と
） 

句
を
捻
り
心
の
旅
へ
昼
寝
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

忠
彦 

 

（
天
） 

我
が
列
島
暴
れ
ま
く
っ
て
梅
雨
去
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

（
國
） 

寝
室
が
白
色
と
化
す
夜
中
の
雷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝   

（
そ
） 

滂
沱
た
る
滝
兵
児
帯
を
解
く
ご
と
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

 
（
○
三
） 

抜
け
し
羽
の
日
向
に
匂
ふ
大
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
（
啓
） 

日
の
盛
目
指
し
し
店
は
準
備
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

仝 
 

（
天
） 

祭
り
に
は
縁
な
き
二
人
茶
を
喫
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

健
介 

 

（
く
） 

帰
省
す
る
メ
イ
ド
に
渡
す
ジ
ャ
ワ
コ
ー
ヒ 

 
 
 
 
 

  
 

と
み
子 

 

（
紀
） 

夏
草
や
線
路
は
陣
地
世
田
谷
線 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
○
隆
） 

初
蝉
や
飛
び
そ
こ
な
っ
た
か
仰
向
け
に 

 
 
 
 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 

（
そ
） 

田
に
水
を
一
緒
に
畔
の
草
を
刈
り 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
雅
） 

夏
雲
の
富
岳
眼
下
に
空
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
康
） 

夏
夕
べ
ア
リ
ア
熱
唱
夢
ご
こ
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

仝 
 

（
國
） 

若
竹
は
雨
上
り
の
山
に
ゆ
れ
う
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

雅
夫 

 

（
百
） 

パ
リ
祭
で
シ
ャ
ン
パ
ン
空
け
て
海
山
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
亜
） 

夏
の
雲
猛
暑
の
終
わ
り
は
い
つ
に
や
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

（
雅
） 

軽
井
沢
向
か
う
は
チ
ャ
ペ
ル
正
装
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 

（
く
す
） 

ギ
ヤ
マ
ン
に
か
ち
割
り
盛
り
て
浜
の
茶
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
た
） 

か
の
夏
や
浅
間
の
尾
根
の
白
い
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

仝   

（
清
） 

宝
塚
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
や
百
合
香
る             

 
 
 
  

正
明 

 

（
隆
） 

風
抜
け
る
先
に
桔
梗
や
犬
走
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

啓
子 

 

（
亜
） 

蝉
時
雨
日
中
（
ひ
な
か
）
に
響
く
相
聞
歌 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 

（
○
孝
） 

夏
風
邪
や
背
後
霊
の
ご
と
張
り
付
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 

（
紀
） 
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流
し
場
に
の
ん
び
り
眠
る
や
も
り
か
な 

 
 
 
 
 
 
  

 

け
い
子 

 

（
雅
） 

月
鉾
の
す
ま
し
顔
な
る
稚
児
人
形 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

仝  
 

（
康
） 

水
を
撒
く
小
さ
な
バ
ジ
ル
の
芽
を
気
に
し 

 
 
 
 
 
  

  

天
牛 

 

（
ゆ
） 

古
疵
は
力
士
の
矜
持
魂
の
汗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

十
一
点
句 

 
 
 

京
都
永
観
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

み
か
へ
り
の
弥
陀
の
御
目
の
涼
し
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
見
返
り
の
阿
弥
陀
如
来
の
優
し
い
目
が
涼
し
そ
う
に
見
え
た
。
一
瞬
の
感
動
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
こ
の
時
期
の
禅
林
寺
は
青
も
み
じ
。
見
返
り
阿
弥
陀
仏
の
閉
じ
た
よ
う
な
目
元
は
涼
し 

く
、
あ
た
り
の
青
と
相
ま
っ
て
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
み
か
え
り
阿
弥
陀
如
来
の
慈
愛
の
あ
る
ま
な
ざ
し
を
上
手
に
表
現
し
て
い
て
清
々
し
い 

感
じ
が
す
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・
仏
像
の
目
を
「
涼
し
さ
」
と
捉
え
た
感
受
性
に
感
服
。
選
句
後
、
ネ
ッ
ト
で
み
ま
す
と 

初
め
て
見
る
見
返
り
仏
像
。
仏
像
作
者
の
遊
び
ご
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

紀
久
男
・
・
・
・
・
上
五
、
中
七
の
「
み
」（
み
か
へ
り
、
の
「
み
」、
弥
陀
の
「
み
」、
御
目
の
「
み
」）
の 

三
連
続
が
韻
を
踏
み
、
涼
し
さ
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

 
 

打
ち
水
に
濡
る
る
鼻
緒
の
赤
の
濃
し 

 
 

啓
子 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
鼻
緒
の
赤
が
印
象
鮮
明
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
し
っ
と
り
し
た
日
本
の
夏
の
情
緒
が
感
じ
ら
れ
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
打
水
を
う
っ
か
り
通
行
人
に
浴
び
せ
る
の
は
サ
ザ
エ
さ
ん
だ
が
、
自
分
の
下
駄
な
ら 

濡
ら
し
て
も
問
題
な
い
。
赤
い
緒
の
濡
れ
た
部
分
が
鮮
や
か
さ
を
増
す
。
面
白
い
と
こ 

ろ
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
 
  

盛
雄
さ
ん
・
・
・
・
夕
暮
れ
時
の
花
街
の
景
。
軟
ら
か
な
作
品
。 

 

九
点
句 

  

野
球
部
の
坊
主
頭
や
か
き
氷 

 
 
 
 
 

康
敏 
 

 
 
 
 
 

   

孤
舟
選
者
・
・
・
・
昨
今
の
高
校
球
児
に
ト
ラ
刈
は
強
制
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
が
・
・
。 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
坊
主
頭
が
い
く
つ
か
並
ん
で
無
心
に
か
き
氷
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
部
活
の
帰
り
道
に 

道
草
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
・
汗
ま
み
れ
の
少
年
た
ち
が
夢
中
で
か
き
氷
を
か
っ
こ
ん
で
い
る
姿
が
浮
か
び
ま
す
。 

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
汗
を
か
い
て
い
る
顔
を
並
べ
て
、
か
き
氷
で
し
ば
し
の
休
憩
を
と
っ
て
、
次
に
備
え
る 

の
で
し
ょ
う
ね
。
坊
主
頭
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。 

あ
つ
さ
り
と
見
抜
か
れ
し
嘘
ソ
ー
ダ
水 

 

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
炭
酸
の
泡
が
弾
け
る
よ
う
に
、
一
瞬
に
し
て
嘘
が
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
ソ
ー
ダ
水
を
飲
む
位
で
見
抜
か
れ
る
嘘
と
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ソ
ー
ダ

水
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。 

 
 
 
 
 

  

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
女
性
が
頼
ん
だ
ソ
ー
ダ
水
は
メ
ロ
ン
か
レ
モ
ン
か
。
男
性
（
私
）
が
つ
い
た
軽
い
嘘
は 

ど
う
も
見
抜
か
れ
た
よ
う
で
す
。
炭
酸
水
で
も
、
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
で
も
な
い
、 

ソ
ー
ダ
水
が
よ
く
効
い
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
原
色
の
安
っ
ぽ
い
ソ
ー
ダ
水
が
、
あ
っ
さ
り
と
見
抜
か
れ
た
下
手
な
嘘
と
よ
く
似
合
う
。 
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堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
季
語
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
！
泡
立
つ
グ
ラ
ス
を
前
に
あ
な
た
の
ガ
ッ
カ
リ
し
た
顔
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
・
誰
に
も
経
験
が
あ
り
そ
う
な
句
で
す
ね
。
彼
女
（
又
は
彼
）
と
の
青
春
時
代
の
甘
酸
っ 

ぱ
い
思
い
出
が
・
・
・
。 

 

六
点
句 

 

ハ
ン
モ
ッ
ク
空
想
ほ
し
い
ま
ま
に
せ
む 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 
 

  

と
み
子
さ
ん
・
・
・
不
安
定
な
非
日
常
が 

空
想
の
世
界
に
遊
ば
せ
て
く
れ
る
の
で
し
よ
う
か
。 

 
 
 
 
 

  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
涼
し
さ
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
自
由
、
気
儘
な
至
福
の
時
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
・
山
の
家
で
の
夏
休
み
の
一
時
で
し
ょ
う
か
。‶

空
想
ほ
し
い
ま
ま
〟
が
素
晴
ら
し
い
。 

息
も
目
も
凝
ら
し
て
月
下
美
人
待
つ 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 

  

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
ほ
ん
の
数
時
間
で
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
月
下
美
人
の
花
。
息
も
目
も
凝
ら
し
て
な
い
と
見 

過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  

龍
平
さ
ん
・
・
・
・
素
晴
ら
し
い
感
覚
。~(

ベ
ラ
ン
ダ
の
月
下
美
人
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ん
で
今
夜
は
甘
い 

香
り
に
酔
い
そ
う
で
す)

と
記
し
た
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
の
絵
ハ
ガ
キ
を
先
月
あ
る
方
か
ら 

頂
い
た
ば
か
り
。
ヘ
ツ
ヘ
ツ
へ
。 

海
の
日
や
河
童
と
あ
だ
名
さ
れ
し
頃 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 
 
 
 
 

  

く
に
お
さ
ん
・
・
・
泳
ぎ
達
者
だ
っ
た
少
年
時
代
の
思
い
出
の
句
。 

 
 
 
 

  

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
泳
ぎ
の
得
意
な
少
年
が
目
に
浮
か
ぶ
。
現
在
福
岡
で
世
界
水
泳 

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
上
司
だ
っ
た
吉
永
課
長
は
慶
応
大
の
選
手
と
し
て
昭
和
二
十 

三
年
の
日
本
選
手
権
百
米
平
泳
を
制
し
い
て
い
る
。 

無
限
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
に
描
き
つ
つ 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
  

 

 
 
 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
茅
の
輪
を
潜
る
足
の
運
び
が
、
無
限
大
の
記
号∞
を
辿
る
ご
と
し
だ
。 

 
 
 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
八
の
字
に
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
動
線
は
無
限
大
を
表
す
記
号
と
同
じ
形
。
そ
こ
を
詠
ん
だ

作
者
の
セ
ン
ス
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
確
か
に
茅
野
輪
く
ぐ
り
は
無
限
大
の
形
に
ま
わ
り
ま
す
ね
。 

 
 

 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
・∞

（
無
限
）
と
の
対
比
を
感
じ
、
自
分
の
中
で
は
「
滂
沱
た
る
・
・
」
の
次
点
と
し
た 

佳
句
で
し
た
。 

芋
の
葉
に
飛
び
つ
き
滑
る
雨
蛙 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 
 
 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
・
蛙
の
肢
先
の
吸
盤
が
う
ま
く
作
動
し
な
か
っ
た
滑
稽
さ
。 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
を
失
敗
す
る
雨
蛙
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・「
夕
立
や
草
葉
を
つ
か
む
む
ら
雀
」
蕪
村
を
想
起
さ
せ
る
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
観
察 

眼
で
す
ね
。 

瀬
戸
内
に
一
大
緞
帳
夏
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

堂
哉 

 
 

 

 
 
 
 
 

  

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
私
も
以
前
伊
勢
湾
に
沈
み
ゆ
く
夕
日
を
ホ
テ
ル
の
屋
上
か
ら
眺
め
た
こ
と
が
あ
り
、
視 

界
い
っ
ぱ
い
の
茜
色
の
空
に
感
動
し
ま
し
た
。
一
大
緞
帳
の
表
現
も
頷
け
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
瀬
戸
内
海
の
夏
の
大
夕
焼
け
を
豪
華
な
緞
帳
と
見
た
見
立
て
を
買
う
。
景
色
が
大
き 

い
。 

迎
え
火
を
焚
け
ば
仏
間
の
賑
々
し 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 

 
 

  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
お
盆
の
行
事
を
上
手
く
捉
え
て
い
て
、
下
五
の
表
現
が
楽 

し
い
。 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
・
ご
先
祖
様
方
も
戻
ら
れ
て
？ 
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落
と
し
文
拾
い
古
寺
で
三
味
を
弾
く 

 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
・
何
と
な
く
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
。
下
五
の
「
三
味
を
弾
く
」
で
粋
な
佳
句
に
仕
上
が 

り
ま
し
た
。 

 

五
点
句 

退
院
を
手
荒
く
祝
ふ
ほ
と
と
ぎ
す 

 
 
 
 
 
    

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
時
鳥
の
け
た
た
ま
し
い
鳴
き
声
が
、
手
荒
い
退
院
祝
い
に
聞
こ
え
た
。 

鰻
重
や
嘘
も
ま
こ
と
も
煙
（
け
む
）
に
巻
く 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
鰻
を
焼
く
煙
に
巻
か
れ
て
、
虚
実
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
今
晩
は
値
上
が
り
し
た
鰻
を
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
！
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
素
敵
な
句 

健
介
さ
ん
・
・
・
・
作
者
は
人
を
煙
に
巻
く
名
人
ら
し
い
、
か
た
や
、
こ
ち
ら
は
い
つ
も
煙
に
巻
か
れ
る
方
で 

す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
話
な
ん
て
、
ど
う
で
も
い
い
ん
で
す
。
今
は
土
用
の
丑
の
日
の
鰻
を
食
う
こ
と
に
集
中
し 

て
い
る
の
で
す
よ
。 

蚊
も
蠅
も
鳴
り
ひ
そ
め
ゐ
る
極
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
あ
ま
り
の
暑
さ
に
蚊
も
蠅
も
身
動
き
が
と
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
蚊
」「
蠅
」「
極
暑
」
と
季
重
な
り 

京
洛
に
静
け
さ
戻
り
鱧
の
皮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
作
者
は
京
の
住
人
？ 

京
都
人
に
と
っ
て
は
鱧
の
皮
が
戻
っ
て
き
た
日
常
の
印
な
の
で
す 

ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
・（
あ
つ
お
す
な
あ/

な
ん
ぎ
や
な
あ/

か
な
ん
な
あ)
の
会
話
は
途
絶
え
て
。 

 

四
点
句 

湧
水
は
地
球
の
息
吹
燕
子
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
  

 

 
 
 
 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・「
湧
水
は
地
球
の
息
吹
」
の
フ
レ
ー
ズ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た 

ほ
う
た
る
は
身
を
灼
く
ほ
ど
の
恋
を
し
て 

 
 
 
 
 

孤
舟 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
実
に
上
手
な
句
。
光
を
出
し
、
相
手
を
探
す
蛍
は
蝉
よ
り
だ
い
ぶ
長
く
生
き
ま
す
。
沢
山 

の
恋
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

片
蔭
を
巡
る
一
日
や
城
下
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
地
球
沸
騰
時
代
の
こ
の
暑
さ
、
観
光
客
は
減
っ
た
が
、
幾
組
か
が
片
陰
を
拾
っ
て
、
名
所
巡
り 

を
続
け
て
い
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・
一
日
は
「
ひ
と
ひ
」
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
。
片
陰
と
城
下
町
と
が
合
う
。
金
沢
な
ら 

「
片
陰
を
巡
る
長
町
主
計
町
」
で
も
。
主
計
町
は
町
名
復
活
と
か
。 

複
製
の
マ
チ
ス
の
「
金
魚
」
風
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

 
 
 
 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
・
金
魚
の
図
柄
が
極
め
て
涼
や
か
。 

 
 
 

 
 
  

龍
平
さ
ん
・
・
・
・
マ
チ
ス
と
言
え
ば
オ
ダ
リ
ス
ク
ば
か
り
で
な
く
豪
奢/

静
寂/

悦
楽
と
描
い
た
世
界
は
広
範 

な
の
で
し
た
！
も
っ
と
勉
強
致
し
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
・
季
語
は
先
取
り
の
感
あ
る
も
、「
複
製
の
」
が
効
い
て
い
る
。 

三
十
五
度
‼
お
の
こ
も
す
な
る
日
傘
差
し 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

 
 
 
 

   

堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
誠
に
傘
の
効
能
は
凄
い
で
す
ね
！
帽
子
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
父
の
形
見
を 

使
っ
て
い
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
・
ユ
ー
ブ
イ
カ
ッ
ト
の
男
性
用
日
傘
は
人
気
商
品
と
か
。
今
夏
の
猛
暑
は
凄
ま
じ
い
も
の
。 

私
は
時
に
応
じ
カ
ミ
サ
ン
の
を
借
り
て
い
る
。 
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湘
南
の
風
吹
い
て
い
る
遠
花
火 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
関
西
人
は
湘
南
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。
良
く
冷
え
た
白
ワ
イ
ン
も
美
味
し
い
こ
と
で
し
ょ
う 

亜
也
さ
ん
・
・
・
・「
湘
南
の
風
」
が
新
鮮
。 

即
身
仏
か
と
仰
向
け
に
蝉
の
仮
死 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

昇 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
道
端
に
仰
向
け
に
横
た
わ
る
蝉
に
触
る
と
、
な
ん
と
飛
び
立
つ
も
の
も
い
る
。 

 

 

三
点
句 

輪
に
な
っ
て
下
駄
も
リ
ズ
ム
よ
郡
上
を
ど
り 

 
 
  

 
  

と
み
子 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
・
和
の
踊
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
下
駄
で
リ
ズ
ム
を
刻
む
軽
快
な
音
が
聞
こ
え
た
よ
う
に
思
い 

ま
し
た
。 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・「
よ
」
が
句
全
体
を
引
き
締
め
て
い
る
。
下
駄
の
音
が
し
て
き
て
楽
し
い
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
・
郡
上
八
幡
の
盆
踊
り
、
真
っ
暗
な
通
り
に
、
踊
り
社
中
の
お
囃
子
連
の
引
き
舞
台
、 

春
駒
、
川
崎
の
、
二
つ
の
有
名
な
盆
囃
子
、
懐
か
し
い
で
す
。 

梅
雨
明
く
る
錆
落
と
し
た
る
庭
鋏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 

 
 
 

 
  

亜
也
さ
ん
・
・
・
・
庭
仕
事
の
実
感
。 

緑
濃
き
出
湯
に
浸
か
り
身
も
軽
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
   

 

 
 
 
 

   

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
緑
の
美
し
い
出
湯
に
身
を
浸
す
、
羨
ま
し
い
風
景
。 

敗
戦
忌
す
べ
て
は
真
と
海
蒼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

   
 
 

 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
・
海
と
そ
し
て
懸
命
に
戦
っ
た
兵
隊
は
知
っ
て
い
る
ん
だ
！ 

日
盛
り
に
笑
い
転
げ
て
児
ら
駆
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
一
番
日
差
し
の
強
い
昼
過
ぎ
の
頃
に
子
ら
が
笑
い
こ
け
な
が
ら
わ
い
わ
い
走
り
回
っ
て
い 

る
。
元
気
な
子
供
た
ち
の
表
情
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

 

二
点
句 

水
上
バ
ス
炎
天
の
水
脈
曳
き
に
け
り 

 
 
 
  

 
  

  
 

く
に
お 

 
  

  

 
 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
・
隅
田
川
の
遊
覧
船
が
勢
い
よ
く
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。 

 
 
 

 
  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
小
型
船
舶
の
起
こ
す
水
脈
が
醸
し
出
す
さ
さ
や
か
な
涼
気
。 

蓮
に
風
つ
ぼ
み
は
力
蓄
へ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

と
み
子 

 
 

 

 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
風
に
そ
よ
ぐ
池
の
蓮
、
そ
の
中
に
今
に
も
咲
き
そ
う
な
蕾
。
中
七
下
五
の
表
現
に
感
じ 

入
っ
た
。 

こ
こ
ま
で
と
膝
が
抗
う
青
嶺
越
え 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
  

び
ん 

 
   

 

 
 
 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
と
震
え
な
が
ら
訴
え
る
の
で
す
よ
ね
。 

か
な
ぶ
ん
の
狼
藉
ぶ
り
や
防
犯
灯   
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

昇 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
・
昔
懐
か
し
い
夏
の
夜
の
風
情
。
夏
の
灯
に
飛
び
込
ん
で
き
て
ひ
と
騒
ぎ
起
こ
し
て
い
る 

カ
ナ
ブ
ン
。 

 
 
 
 

   

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
か
な
ぶ
ん
が
防
犯
灯
の
周
り
を
自
由
に
飛
ん
で
い
る
姿
を
防
犯
と
対
比
さ
せ
狼
藉
ぶ
り
と 

詠
ん
で
い
て
面
白
い
。 

 

一
点
句 

 
 
 

五
街
道
雲
助
「
人
間
国
宝
」
に 

 
 
 
 

冷
房
の
独
演
会
や
凄
み
増
す 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

  
 
 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
人
間
国
宝
と
も
な
れ
ば
「
凄
み
」
も
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
ね
。 

 
 
 

市
川
左
團
次
を
悼
む 

 
 
 
 

す
っ
と
ぼ
け
た
ア
ド
リ
ブ
人
気
役
者
（
に
ん
き
も
ん

）
梅
天
へ 

 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
・
中
七
の
字
余
り
は
、
高
島
屋
へ
の
追
悼
句
ら
し
く
効
果
的
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
お
句 
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か
ら
彼
の
舞
台
や
人
柄
が
想
い
だ
さ
れ
ま
す
。 

句
を
捻
り
心
の
旅
へ
昼
寝
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
一
生
懸
命
作
句
し
て
、
さ
あ
句
の
世
界
へ
の
旅
で
す
か
‼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
滂
沱
た
る
滝
兵
児
帯
を
解
く
ご
と
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

 
 

 
 

 
 

 
三
恵
さ
ん
・
・
・
・
い
つ
も
な
が
ら
初
め
て
の
言
葉
に
出
会
え
ま
し
た
。
滂
沱
た
る
滝 

Ⅴ
Ｓ 

解
か
れ
た 

兵
児
帯
の
対
比
。
多
分
、
自
分
が
想
像
し
て
い
る
光
景
が
作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は 

違
う
の
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
つ
つ
も
、
俳
句
な
ら
で
は
の
妙
味
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

抜
け
し
羽
の
日
向
に
匂
ふ
大
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

   
 

 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
・
庭
か
ベ
ラ
ン
ダ
か
、
日
向
に
鳥
の
羽
が
落
ち
て
い
る
。
そ
の
羽
の
匂
い
が
し
て
く
る
気 

が
す
る
ほ
ど
の
今
日
は
大
暑
。
抜
け
落
ち
た
羽
が
匂
う
・
・
本
当
に
暑
そ
う
で
す
。 

日
の
盛
目
指
し
し
店
は
準
備
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
 
 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
・
料
理
屋
さ
ん
か
レ
ス
ト
ラ
ン
か
、
商
社
マ
ン
で
す
か
ね
、
た
え
ず
少
し
早
め
に
行
く
習
慣 

が
こ
う
ゆ
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
う
ま
い
で
す
ね
。 

祭
り
に
は
縁
な
き
二
人
茶
を
喫
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

健
介 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
・
「
今
更
祭
な
ん
て
」
と
人
生
を
達
観
し
た
老
夫
婦
。
そ
こ
に
哀
れ
み
は
微
塵
も
感
じ
ず
、 

む
し
ろ
余
裕
の
あ
る
お
茶
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

 

夏
草
や
線
路
は
陣
地
世
田
谷
線 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

千
恵 

  
 
 

 
 
 
 

   

隆
さ
ん
・
・
・
凡
そ
句
に
な
り
そ
う
も
な
い
光
景
を
句
に
し
た
最
高
傑
作
句
。 

夏
雲
の
富
岳
眼
下
に
空
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
  

 

 
 
 
 

   

康
敏
さ
ん
・
・
・
・
国
内
・
海
外
出
張
の
折
、
機
上
よ
り
よ
く
見
掛
け
た
光
景
。
客
室
乗
務
員
が
ア
ナ
ウ
ン
ス 

し
て
教
え
て
呉
れ
る
。 

若
竹
は
雨
上
り
の
山
に
ゆ
れ
う
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

 
 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

パ
リ
祭
で
シ
ャ
ン
パ
ン
空
け
て
海
山
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

    

 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
一
斉
に
バ
カ
ン
ス
へ
と
い
う
気
分
な
る
も
、
今
年
は
ど
こ
も
炎
暑
で…

。 

夏
の
雲
猛
暑
の
終
わ
り
は
い
つ
に
や
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
  

 
 
 
 

    
 

※
句
会
に
て
・
・「
夏
」「
猛
暑
」
で
季
重
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

軽
井
沢
向
か
う
は
チ
ャ
ペ
ル
正
装
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

    
 

 
 
 
 
 

 
 

※
句
会
に
て
・
・
無
季
語
で
す
。 

ギ
ヤ
マ
ン
に
か
ち
割
り
盛
り
て
浜
の
茶
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
作
者
の
意
図
と
は
異
な
り
、
夏
の
甲
子
園
の
「
か
ち
割
り
」
に
思
い
を
馳
せ
面
白
い
と 

思
っ
た
。 

宝
塚
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
や
百
合
香
る             

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
・
確
か
に
百
合
は
孤
高
の
香
を
放
つ
。
戦
時
中
親
族
に
宝
塚
歌
劇
団
の
女
優
が
い
た
。 

芸
名
は
「
小
乙
女
時
雨
」
。
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
は
当
時
も
憧
れ
だ
っ
た
か
も
。 

風
抜
け
る
先
に
桔
梗
や
犬
走
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
・「
犬
走
り
」
へ
の
着
目
が
秀
逸
。 

蝉
時
雨
日
中
（
ひ
な
か
）
に
響
く
相
聞
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
・
蝉
の
一
斉
に
鳴
く
声
は
う
る
さ
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ブ
ソ
ン
グ
だ
っ
た 

の
で
す
か
。
そ
う
考
え
る
と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
、
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。 

鋭
い
観
点
に
脱
帽
。 
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月
鉾
の
す
ま
し
顔
な
る
稚
児
人
形 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

け
い
子 

    

 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
四
年
振
り
で
行
動
制
限
無
し
て
行
わ
れ
た
祇
園
祭
。
山
鉾
の
中
で
最
も
大
き
く
異
彩
を
放
つ 

月
鉾
。
正
面
に
子
供
と
等
身
大
の
稚
児
人
形
が
、
す
ま
し
て
座
っ
て
い
る
。 

水
を
撒
く
小
さ
な
バ
ジ
ル
の
芽
を
気
に
し 

 
 
 
 
 
  

  

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 

 
※
康
敏
さ
ん
・
・
・
「
水
撒
き
」
と
「
芽
」（
春
）
の
季
重
な
り 

  
        

          

     
 

     
 

     
 

     
 

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 
令
和
五
年
八
月
二
十
四
日(

木)  
 

誌
上
句
会
と
し
ま
す 

 
  

◇
全
会
員
様
に
は
当
季
雑
詠
３
～
５
句
ま
で
の
投
句
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

P
C

入
力
に
よ
る
清
記
を
作
成
致
し
ま
す
為
、
当
方
（
星
田
）
ま
で
左
記
要
領
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

締
切
：
八
月
十
八
日
（
金
）
中
。 

星
田
連
絡
先
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
・FAX
・
郵
送
等
、
本
句
会
報
送
り
状
に
す
べ
て
記
載
致
し
ま
し
た
の

で
、
ご
参
照
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

【
青
葉
会
報
】 

一
、
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
七
月
二
十
七
日
に
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
分
室
内
、
し
ゃ
れ
な
あ
ど
ホ
ー
ル
に
て
、
ご

参
加
の
皆
さ
ま
は
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
？
元
気
で
青
葉
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
９
名
、
ご
投

句
を
含
め
全84

句
が
集
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
日
本
酒
、
つ
ま
み
、
お
菓

子
な
ど
を
楽
し
み
つ
つ
、
ゆ
っ
く
り
と
選
句
、
次
い
で
五
郎
太
さ
ん
の
司
会
進
行
で
、
出
席
者
選
句
の
発
表

に
加
え
、
各
自
ご
自
身
の
作
句
に
つ
い
て
の
自
解
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
披
講
も
楽
し
く
和
気
藹
々
と
し
た
中

で
、
季
重
な
り
や
、
文
法
的
な
注
意
な
ど
、
孤
舟
選
者
か
ら
の
ご
指
摘
な
ど
も
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
出
席
の
無
か
っ
た
皆
さ
ま
か
ら
の
選
句
に
短
評
な
ど
纏
め
ま
し
た
結
果
、
康
敏
さ
ん
、
啓
子
が
高
得

点
で
し
た
。
特
に
康
敏
さ
ん
は
、
出
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
が
最
高
得
点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
全

体
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
か
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
選
句
に
苦
労
す
る
と
い
う
お
言
葉
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
ま
た
青
葉
会
と
し
て
は
嬉
し
い
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。 

 

二
、
孤
舟
選
者 

近
詠 

 
 
 

 

蟻
這
ふ
や
身
に
余
る
も
の
引
き
擦
り
て 

 
 
 

こ
の
先
は
ひ
と
り
で
行
け
と
道
を
し
へ 

 
 
 

菖
蒲
田
の
雨
は
斜
め
に
む
ら
さ
き
に 

 
 
 

夏
柳
む
か
し
渡
し
場
あ
り
し
跡 

 
 
 

朝
採
り
の
茄
子
い
き
い
き
と
水
弾
く 

 
 

 

三
、
関
係
者
近
詠
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
か
ら
復
活
で
き
る
か
と
存
じ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

      

令
和
五
年
八
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


